
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」

元
船
舶
職
員
に
よ
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク

「
海
の
上
の
体
験
談
＆
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
の
体
験
会
」

　

昔
、
大
型
貨
物
船
で
通
信
士

を
し
て
い
た
元
船
舶
職
員
に
よ

る
体
験
談
を
フ
リ
ー
ト
ー
ク
式

で
楽
し
ん
だ
あ
と
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
の
世
界
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

５
月
22
日
㈮
・
23
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
２
階

■
定
員　

約
15
名

■
講
師

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

穂
苅　

芳
夫　

氏

■
無
線
体
験
協
力

　

岡
本　

鉃
男　

氏

■
同
時
開
催

「
私
の
世
界
お
土
産
展
示
」

　

５
月
19
日
㈫
〜
６
月
2
日
㈫

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
1
階

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

申
し
込
み
不
要

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

■
対
象
者

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
パ
ソ
コ
ン
ス

キ
ル
を
お
持
ち
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方

■
日
程
と
内
容

第
１
回　

６
月
１
日
㈪

　

講
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
２
回　

６
月
８
日
㈪

　

個
別
講
師
演
習

第
３
回　

６
月
15
日
㈪

　

教
え
方
の
コ
ツ

第
４
回　

６
月
22
日
㈪

　

個
別
演
習

第
５
回　

６
月
29
日
㈪ 

　

講
師
の
心
得

■
時
間

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

■
会
場　

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

■
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｔ

ア
ッ
ト
う
つ
の
み
や
ス
タ
ッ
フ

■
費
用　

１
，２
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

■
申
込
方
法

　

５
月
18
日
㈪
〜
23
日
㈯
ま
で

に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
水
曜
日
を
除
く
）

※ 

こ
の
講
座
は
パ
ソ
コ
ン
の
技

術
を
習
得
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※ 

こ
の
講
座
は
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
等
の
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
に
つ
い
て
、

月
に
１
回
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
日　

時

○
５
月
11
日
㈪

○
６
月
１
日
㈪

○
７
月
６
日
㈪

○
８
月
３
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
養
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
の
技
術
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
教
え
方
の
コ
ツ
か
ら

講
師
と
し
て
の
心
構
え
ま
で
を

演
習
形
式
で
習
得
し
ま
す
。

　

講
座
修
了
生
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
を
習
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
活
動
報
告

非
核
平
和
を
す
す
め
る
下
野

市
の
会

　
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」

　

来
年
４
月
27
日
か
ら
約
１
月
、

国
連
本
部
で
核
不
拡
散（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）条
約
再
検
討
会
議
が
ひ
ら
か

れ
ま
す
。
こ
の
条
約
で
は
、
核

を
持
つ
国
が
持
た
な
い
国
に
対

し
核
廃
絶
に
向
か
っ
て
誠
実
に

努
力
す
る（
６
条
）と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
前
回(

５
年
前)

の

会
議
で
核
保
有
国
も
原
則
合
意

し
た｢

核
兵
器
の
な
い
世
界｣

の

実
行
を
求
め
て
、「
核
兵
器
全

面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
署
名
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
日

本
全
国
で
集
め
た
５
百
万
筆
を

超
え
る
署
名
は
既
に
船
便
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
け
出
発
し

ま
し
た
。

　

広
島
と
長
崎
の
25
万
人
を
超

す
原
爆
死
者
と
後
遺
症
に
苦
し

む
被
爆
者
の
方
々
、
そ
し
て
平

和
憲
法
の
も
と
粘
り
強
く
続
け

て
き
た
日
本
の
ノ
ー
モ
ア
原
水

爆
の
運
動
は
い
ま
や
世
界
を
動

か
し
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年
の

国
連
総
会
で
は
核
兵
器
の
廃
絶

と
非
合
法
化
を
求
め
る
決
議
に

１
５
５
か
国
が
賛
同
し
、ウ
イ
ー

ン
で
開
か
れ
た｢

核
兵
器
の
人
道

的
影
響
に
関
す
る
国
際
会
議｣

に

は
核
兵
器
保
有
国
も
代
表
を
送

り
ま
し
た
。

　
「
核
兵
器
全
面
禁
止
」を
要
請

す
る
署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会

が
集
め
た
署
名
は
、
６
５
０
筆

を
超
え
ま
し
た
。
３
月
に
な
っ

て
集
ま
っ
た
も
の
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
行
動
に
参
加
す
る

栃
木
県
の
代
表
の
皆
さ
ん
に
直

接
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
署
名
数
が
前
回
ほ
ど

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
私
た

ち
の
力
量
不
足
が
大
き
い
の
で

す
が
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
を
め
ざ
し
て
、
非
核
平
和

都
市
宣
言
の
下
野
市
か
ら
の
運

動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。(

２
０
１
５・４
月)
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